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由
の
予

と
し
て

中
巻
に
お
け
る
兼
家
の
物
忌
記
事
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は
じ
め
に

物
忌
は
、
平
安
貴
族
に
と
っ
て
日
常
的
な
謹
慎
日
で
あ
っ
た
。
藤
原
実
資
と
藤
原
道
長
と
を
例
に
挙
げ
る
と
、
物
忌
は
『
小
右
記
」
で
一
一
一
一
一

一
例
、
『
御
堂
関
白
記
』
で
四
一

O
例
が
確
認
で
き
る
。
「
崎
蛤
日
記
」
に
は
兼
家
の
物
忌
が
十
八
例
あ
る
。
兼
家
の
場
合
に
し
て
も
、
実
資
や

道
長
と
同
じ
く
ら
い
物
忌
日
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
ろ
う
が
、
十
八
例
と
い
う
の
は
実
際
と
比
べ
て
非
常
に
少
な
い
。
物
忌
日
は
原
則
と
し
て
外

出
が
で
き
な
い
の
で
、
兼
家
の
物
忌
日
は
、
道
網
母
の
も
と
へ
の
訪
問
の
有
無
と
関
わ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
兼
家
の
物
忌
記
事
は
、
夫
婦
の
交

流
を
伝
え
る
も
の
と
も
な
る
の
で
あ
る
。

（注
l
）

従
来
の
研
究
で
は
、
兼
家
の
物
忌
記
事
に
つ
い
て
、
あ
ま
り
言
及
さ
れ
て
い
な
い
感
が
あ
る
。
結
婚
成
立
（
天
暦
八
年
秋
）
か
ら
、
道
網
母

が
広
幡
中
川
へ
の
転
居
す
る
（
天
延
元
年
八
月
）
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
、
兼
家
の
物
忌
の
用
例
は
十
八
例
あ
る
。
そ
の
う
ち
同
じ
物
忌
日
を

指
す
も
の
が
あ
り
、
実
質
は
十
五
回
の
物
忌
が
記
さ
れ
て
い
る
。
上
巻
に
は
用
例
が
な
く
、
中
巻
の
九
例
と
下
巻
の
五
例
と
の
合
計
十
四
例
が

道
綱
母
の
も
と
に
訪
れ
な
い
、
す
な
わ
ち
不
訪
理
由
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
十
四
例
の
う
ち
、
あ
ら
か
じ
め
不
訪
の
理
由
と
し

「
崎
蛤
日
記
」
中
巻
に
お
け
る
兼
家
の
物
忌
記
事



て
予
告
さ
れ
る
の
は
、
中
巻
の
み
の
四
例
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
四
例
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。

（注
2
）

他
に
も
、
道
綱
母
が
、
兼
家
の
物
忌
日
を
事
前
に
把
握
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
記
述
は
あ
る
が
、
兼
家
が
直
接
伝
え
て
い
る
点
に
注
目

し
た
い
の
で
あ
る
。
不
訪
を
予
告
し
て
お
く
こ
と
は
、
〈
待
つ
人
〉
道
綱
母
に
と
っ
て
は
、

一
人
寝
の
寂
し
さ
を
差
旧
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
不

訪
予
告
の
場
面
に
は
、
道
綱
母
が
物
忌
の
予
告
を
ど
う
受
け
留
め
た
の
か
が
、
端
的
に
表
れ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
物
忌
に
よ
る
不
訪
予
告
の
四
例
に
は
、
他
の
用
例
に
見
ら
れ
な
い
特
徴
が
あ
る
。
兼
家
の
物
忌
を
控
え
た
夫
婦
の
心
の
動
き
が
、
見

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
夫
婦
仲
を
考
え
る
た
め
に
も
、
役
立
つ
記
事
だ
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
特
徴
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
き

’－
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ナ
ム
、

νそ
も
そ
も
兼
家
が
不
訪
理
由
を
予
告
す
る
こ
と
に
は
、
道
綱
母
に
対
し
て
、

二
つ
の
異
な
る
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
は
、
や
む
を
得
、
ず
訪
問
を
断
念
す
る
が
、
理
由
を
了
解
し
て
お
い
て
も
ら
い
た
い
、
と
い
う
誠
実
さ
の
伝
達
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、
本
当

は
会
い
た
い
の
は
山
々
だ
が
仕
方
が
な
い
、
と
い
う
兼
家
の
気
持
ち
を
、
道
網
母
は
汲
み
取
る
だ
ろ
う
。

も
う
一
つ
は
、
物
忌
に
な
る
こ
と
を
伝
え
て
不
訪
を
正
当
化
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
兼
家
は
、
道
綱
母
が
納
得
す
る
と
思
っ
て
告
げ

る
の
で
あ
ろ
う
が
、
兼
家
の
生
活
背
景
（
他
の
女
性
と
の
関
係
な
ど
）
を
知
る
道
綱
母
に
は
、

口
実
と
し
か
受
け
留
め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
ろ

、
「
ノ
。

不
訪
理
由
と
し
て
予
告
さ
れ
た
物
忌
が
、
道
綱
母
に
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
る
の
か
、
ま
た
『
鯖
蛤
日
記
」
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
機
能
を

持
つ
の
か
を
、
先
の
四
例
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

な
お
、
『
婿
蛤
日
記
』
「
源
氏
物
語
』
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
（
以
下
、
新
全
集
と
略
号
を
用
い
る
）
を
、
『
小
右
記
』
『
御
堂
関
白
記
』

『
殿
暦
』
は
大
日
本
古
記
録
を
使
用
し
た
。
表
記
は
私
に
換
え
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。



物
忌
の
頻
度

『
婿
蛤
日
記
』
の
物
忌
記
事
を
み
る
前
段
階
と
し
て
、
平
安
時
代
に
お
け
る
物
忌
の
頻
度
と
特
徴
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

平
安
時
代
に
お
い
て
物
忌
は
日
常
的
に
あ
っ
た
。
月
ご
と
、
年
ご
と
に
、
物
忌
が
ど
の
く
ら
い
の
割
合
で
行
わ
れ
た
の
か
を
、
平
安
貴
族
の

場
合
に
つ
い
て
知
る
た
め
に
、
『
小
右
記
」
と
「
御
堂
関
白
記
』
か
ら
、
物
忌
記
事
の
用
例
数
を
そ
れ
ぞ
れ
一
覧
し
た
。
頻
度
を
提
示
し
た
の
は
、

物
忌
が
貴
族
の
生
活
に
い
か
に
密
着
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
を
示
す
た
め
で
あ
る
。

表
ー
に
は
藤
原
実
資
の
場
合
を
、
表
2
に
は
藤
原
道
長
の
場
合
を
そ
れ
ぞ
れ
年
月
ご
と
に
表
示
し
た
。
物
忌
記
事
の
中
に
は
「
今
日
八
卦
物

忌
」
（
『
小
右
記
』
寛
仁
四
年
十
月
二
十
一
日
条
）
や
、
「
今
朝
物
忌
」
（
『
小
右
記
』
長
元
元
年
十
月
十
九
日
条
）
の
よ
う
に
、
物
忌
の
日
数
が
判

断
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
表
に
は
物
忌
記
事
の
用
例
数
を
一
不
す
こ
と
に
し
た
。
表
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
稿
を
改
め
た
い
の
で
、

こ
こ
で
は
物
忌
の
頻
度
を
確
認
す
る
ま
で
に
留
め
る
。

現
存
す
る
記
事
の
う
ち
、
物
忌
の
最
多
回
数
は
、
実
資
の
場
合
で
は
一
ヶ
月
間
で
十
二
回
（
寛
和
元
年
六
月
）
、
年
間
で
二
十
四
回
（
治
安
一
一
一

年
）
で
あ
り
、
道
長
の
場
合
で
は
一
ヶ
月
間
で
十
七
回
（
寛
弘
元
年
二
月
）
、
年
間
で
六
十
回
（
長
和
二
年
）

で
あ
る
。
『
崎
蛤
日
記
」
に
記
さ

れ
た
兼
家
の
物
忌
記
事
は
、
十
八
回
で
あ
る
。
二
十
一
年
間
の
記
事
の
中
で
、
実
資
や
道
長
の
一
ヶ
月
分
ほ
ど
の
物
忌
日
し
か
記
さ
れ
て
い
な

い
の
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
の
十
八
例
の
内
、
十
三
例
は
中
巻
、

五
例
は
下
巻
の
用
例
で
、
お
よ
そ
七
十
二
%
が
中
巻
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
上
巻
に
用
例

が
な
い
の
は
、
兼
家
の
物
忌
が
不
訪
日
で
あ
る
と
了
解
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、
逐
一
記
す
ま
で
も
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
用
例
の
多
い
中

巻
は
、
夫
婦
仲
が
険
悪
化
す
る
時
期
で
も
あ
る
。
兼
家
の
物
忌
日
の
記
録
は
、
夫
婦
仲
の
状
態
と
の
連
関
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

『
婿
蛤
日
記
』
中
巻
に
お
け
る
兼
家
の
物
忌
記
事



表l 『小右記』 藤原実資の物忌日（空欄は記事が現存しない部分）

1日暦 （西暦） 官職 l月2月3月4月5月6月7月8月9月国月 11月12月 閏月 合計

天7C5 (982) 蔵人頭 。。 2 0 。。 12月 2 
永観1 (983) 蔵人頭 ／／ 
永観2 (984) 蔵人頭 。。 。／／／ 。
寛和 l (985) 蔵人頭 1 5 3 2 0 12 。 8月 23 
寛和2 (986) 蔵人頭 ／／ 
永延l (987) 蔵人頭 。。 。。 0 1 

-------- 1 永延2 (988) 蔵人頭 0 0 0 。。 0 1 。。 0 5月 0 1 
永j昨l (989) 蔵人頭 。。 。。 2 2 4 3 0 5 1 1 ／／〆 18 
正暦l (990) 参議、美作権守 2 0 3 4 2 0 ／／ 11 
正暦2 (991) 参議、美作権守、左兵衛督 2月

正暦3 (992) 参議、美作権守、左兵衛督 。 ／／ 。
正暦4 (993) 参議、美作権守、左兵衛督 0 1 4 3 4 0 。 。。 10月 012 

正暦5 (994) 参議、美作権守、左兵衛督 ／／ 
長徳I (995) 権中納言、大皇太后宮大夫 。。 0 1 。。 。。 。 ~1 
長｛恵2 (996) 中納百 。。 。l 0 1 。。 0 1 。。 7月 0 3 
長｛恵3 (997) 中納言，太皇太后宮大夫 。。 。。 。。 。。 。。 。。 ／／ 。
長徳4 (998) 中納百，太皇太后宮大夫 ／／ 
長保I (999) 中納百、大皇太后宮大夫 1 0 2 1 。。 3月 4 
長保2 (1000) 中納百 ／／ 
長保3 (1001) 権大納百，兼右大将 12月

長保4 (1002) 権大納言，右大将 ／／ 
長保5 (1003) 権大納言，右大将 ／／ 
寛弘I (1004) 権大納言，右大将 1 9月

寛5L2 (1005) 権大納百，右大将 0 2 2 0 0 1 。。 0 1 1 0 ／／ 7 

寛弘3 (1006) 権大納言，右大将 ／／ 
寛弘4 (1007) 権大納言，右大将、按察使 5月
寛弘5 (1008) 権大納言，右大将、按察使 0 1 1 0 。。 ／／ 2 
寛弘6 (1CD9) 大納百，右大将、按察使 ／／ 
寛弘7 (1010) 大納百 2月
寛弘8 (1011) 大納言、按察使 1 2 。 2 2 1 。。 ／／ 8 
長和 l (1012) 大納百 。。 。。 2 1 1 0 。 10月 4 

長和2 (1013) 大納百正一位 。。 0 1 0 1 2 0 3 ／／ 7 

長朝日3 (1014) 大納百正二位 5 2 2 0 。。 1 0 
1 --------

11 

長和4 (1015) 大納言正一位 。。 0 2 4 2 。。 0 3 0 1 6月 214 
長和5 (1016) 大納言 正一位 3 0 。。 5 2 _,,,---- 10 
寛仁I (1017) 大納言正二位 。。 1 4 2 0 ／／ 7 
寛仁2 (1018) 大納言正一位 1 0 0 1 2 1 3 1 0 4月 l10 

寛仁3 (1019) 大納百正二位 。。 0 1 1 2 0 1 。。 2 2 ／／ 9 

寛仁4 (1020) 大納言正一位 。。 0 2 0 1 12月 14 
治安l (1021) 右大臣、皇太弟停 。。 。 。。 0 2 。。 ／／ 2 

治安2 (1022) 右大臣、皇太弟停、右大将 。。 。。 0 1 。。。 0 0 ~1 
治安3 (1023) 右大臣、皇太弟惇、右大将 。 3 1 。。 5 5 0 2 3 9月 524 
万寿1 (1024) 右大臣、皇太弟停、右大将 1 0 0 1 1 1 。。 0 6 。。 ／／ 10 

万寿2 (1025) 右大臣、皇太弟俸、右大将 。。 。。 。。 0 0 ／／ 。
万寿3 (1026) 右大臣、皇太弟停、右大将 。。 。。 。。 。。 5月 O。
万寿4 (1027) 右大臣、皇太弟停、右大将 。。 。。 。。 。。 。。 。。 ／／ 。
長冗l (1028) 右大臣、皇太弟惇、右大将 0 1 0 1 。。 ／／ 2 四
長7C2 (1029) 右大臣、皇太弟博、右大将 。。 。。 。。 。 2月 1 1 

長7C3 (1030) 右大臣、皇太弟倖、右大将 。。 。 0 1 。
-------- 1 長yじ4 (1031) 右大臣、皇太弟停、右大将 1 4 。 1 2 。 10月 8 

長7C5 (1032) 右大臣、皇太弟惇、右大将 。。 。。 。。 。。 。。 5 7 ／／ 12 



表2

和暦 （西暦） 官職 l月2月3月4月5月6月7月8月9月10月11月日月 閏月 告計

長徳4 (998) 左大臣 2 5 5 6 14 11 ／／  43 

長保1 (999) 左大臣、内覧 0 2 0 0 0 3月 0 2 

長保2 (1000) 左大臣、内覧 2 0 。。 。。 ／／ 2 

長保3 (1001) 左大臣、内覧 12月

長保4 (1002) 左大臣、内覧 ／／  

長保5 (1003) 左大臣、内覧 ／／  

寛弘l (1004) 左大臣、内覧 10 17 7 2 4 2 0 。。 2 0 3 9月 451 
寛弘2 (1005) 左大臣、内覧 9 4 6 2 6 7 7 1 2 0 。。 ／／ 44 

寛弘3 (1006) 左大臣、内覧 0 1 0 3 。。 4 1 0 1 。。 ／／ 10 

寛弘4 (1007) 左大臣、内覧 8 5 2 2 。。 。。 2 6 2 5 5月 O32 
寛弘5 (1008) 左大臣、内覧 3 1 0 2 。。 。。 。。 。。 ／／ 6 

寛弘6 (1009) 左大臣、内覧 。。。 0 1 0 4 6 0 2 0 ／／  13 
寛弘7 (1010) 左大臣、内覧 。。 5 3 0 5 7 2 10 10 3 0 2月 045 
寛弘8 (1011) 左大臣、内覧 2 0 4 5 1 0 。。 1 0 I 2 ／／  16 
長和 l (1012) 左大臣 0 1 。。 。。 5 2 6 13 4 3 10月 548 
長和2 (1013) 左大臣 10 8 IO 7 7 6 I 。。 0 6 5 ~ 60 
長和3 (1014) 左大臣 ／／  

長和4 (1015) 左大臣 4 0 0 2 0 1 。。 1 3 6 I 6月 220 
長和5 (1016) 左大臣 2 2 0 3 。。 。。 3 0 。。 ／／ 10 
寛仁l (1017) 摂政、太政大臣 (12.4) 。。 0 4 2 0 2 0 。。 。。 ／／ 8 

寛仁2 (1018) 太政大臣 。。 。。 。。 。。 。。 。。 4月 O。
寛仁3 (1019) (3. 21 出家） 0 0 0 。。 。。 。。 ／／ 。
寛仁4 (1020) 。。 。。 。。 12月 。
治安l (1021) 。 ／／ 。

藤原道長の物忌記事（空欄は記事が現存しない部分）『御堂関白記』

『
鯖
蛤
日
記
」
中
巻
に
お
け
る
兼
家
の
物
忌
記
事

物
忌
・
方
忌
・
慎
み

陰
陽
道
に
よ
る
謹
慎
行
為
に
は
、
物
思
の
他
に
方
忌
も
あ
る
。

平
安
時
代
に
お
い
て
は
、
ど
ち
ら
も
日
常
的
に
あ
っ
た
。
「
鯖
蛤
日

記
』
に
は
、

物
忌
は
十
八
例
、

方
忌
は

兼
家
に
関
す
る
も
の
で
、

十
例
あ
る
。
ど
ち
ら
も
、
兼
家
の
来
訪
の
有
無
と
関
わ
る
も
の
だ

が
、
記
録
回
数
に
差
が
あ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
決
め
ら
れ
方
と

情
報
の
拠
り
所
と
に
関
係
す
る
の
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
物
忌
と

方
忌
と
の
決
め
ら
れ
方
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
両
者
の
記
録
に
差

が
生
じ
た
理
由
を
考
え
た
い
。
ま
た
、
物
忌
や
方
忌
な
ど
を
総
じ

て
〈
慎
み
〉
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
本
稿
で
は
〈
慎
み
〉
用
例
を

除
外
し
て
進
め
る
が
、
〈
慎
み
〉
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。

方
忌
は
、
年
の
十
二
支
や
日
の
干
支
を
基
準
に
計
算
さ
れ
て
決

ま
る
の
で
、
他
者
か
ら
の
情
報
を
求
め
な
く
て
も
よ
い
。
代
表
的

な
方
角
神
で
あ
る
、
天
一
神
を
忌
む
日
と
方
角
は
、
『
暦
林
問
答
集
』

（注
3
）

第
五
十
三
」
に
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
て
い
る

「
釈
天

（
括
弧

内
の
解
釈
は
深
津
）
0

五



ーよa
ノ、

陰
陽
書
云
、
天
一
者
、

乙
卯
日
移
居
正
束
、

五
日
化
人
頭
魚
身
。

（
己
酉
日
か
ら
六
日
間
は
東
北
が
塞
が
る
）

（
乙
卯
日
か
ら
五
日
間
は
東
が
塞
が
る
）

己
酉
日
従
天
来
、
居
東
北
維
、
六
日
化
人
頭
蛇
身
。

庚
申
日
移
居
東
南
維
、
六
日
化
人
頭
鷹
身
。

庚
申
日
か
ら
六
日
間
は
東
南
が
塞
が
る
）

丙
寅
日
移
居
正
南
、

五
日
化
人
頭
鶏
身
。

（
丙
寅
日
か
ら
五
日
間
は
荷
が
塞
が
る
）

立
干
未
日
移
居
西
南
維
、
六
日
化
人
頭
羊
身
。

（
立
干
未
日
か
ら
六
日
間
は
西
南
が
塞
が
る
）

丁
丑
日
移
居
正
面
、

五
日
化
人
頭
馬
身
。

（
丁
丑
日
か
ら
五
日
間
は
自
分
の
居
る
所
が
塞
が
る
）

壬
午
日
移
居
西
北
維
、
六
日
化
人
頭
龍
身
。

（
壬
午
日
か
ら
六
日
間
は
西
北
が
塞
が
る
）

五
日
化
人
頭
亀
身
。

従
葵
巳
日
上
天
十
六
日
間
、
招
格
大
微
星
天
紫
房
等
宮
遊
行
、
（
葵
己
日
か
ら
十
六
日
間
は
、
ど
の
方
角
も
塞
が
ら
な
い
）

（
戊
子
日
か
ら
五
日
間
は
北
が
塞
が
る
）

戊
子
日
移
居
正
北
、

而
従
己
酉
日
降
地
、
運
行
八
方
。

（
己
酉
日
か
ら
、
再
び
八
方
へ
の
遊
行
が
始
ま
る
）

天
一
神
は
、
右
の
よ
う
に
移
動
す
る
。
天
一
神
の
い
る
方
角
が
方
塞
が
り
と
な
り
、
「
遊
行
方
」
と
い
わ
れ
る
。
遊
行
方
は
、
「
百
事
犯
向
之
大

凶
」
と
さ
れ
、
犯
す
と
「
戦
闘
向
之
琴
弓
折
。
産
乳
向
之
死
傷
。
」
と
い
う
凶
事
が
起
こ
る
。

『
騎
鈴
日
記
』
に
も
、
道
綱
母
が
日
を
数
え
て
、
兼
家
に
方
忌
を
知
ら
せ
る
記
事
が
あ
る
。

か
か
る
に
、
夜
ゃ
う
や
う
な
か
ば
ば
か
り
に
な
り
ぬ
る
に
、
「
方
は
い
づ
か
た
か
塞
が
る
』
と
言
ふ
に
、
刻
刻
判
刷
、
む
べ
も
な
く
、
こ
な

た
塞
が
り
た
り
け
り
。

（
中
巻
、
天
禄
二
年
六
月
、
二
五
三
頁
）

兼
家
が
方
忌
の
方
角
を
尋
ね
る
と
、
道
綱
母
は
日
の
干
支
を
数
え
て
答
え
て
い
る
。
例
に
挙
げ
た
天
一
神
も
、
日
の
干
支
で
在
所
が
求
め
ら
れ

た
。
方
忌
は
、
万
人
共
通
で
あ
る
の
で
容
易
に
把
握
で
き
た
。
兼
家
の
方
忌
を
推
測
す
る
記
述
の
全
て
が
、
い
ず
れ
も
天
禄
三
年
二
月
「
方
塞

が
り
た
り
と
思
ふ
」
（
下
巻
、
一
一
七
七
頁
）
、
「
七
日
は
方
塞
が
る
」
（
下
巻
、
一
一
八
七
頁
）
、
「
ま
た
南
塞
が
り
に
け
り
」
（
下
巻
、
二
八
八
頁
）
等



の
よ
う
に
断
定
的
、
確
信
的
で
あ
る
こ
と
も
、
証
左
と
な
る
。

一
方
、
物
忌
は
、
陰
陽
師
の
占
い
に
よ
っ
て
、
佳
日
を
魁
す
る
五
行
の
日
が
指
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
十
干
が
甲
の
日
に
怪
異

が
起
き
た
と
す
る
。
そ
う
す
る
と
、
陰
陽
師
に
勘
申
を
依
頼
し
、
そ
の
怪
異
が
禍
を
も
た
ら
す
も
の
な
の
か
を
占
わ
せ
る
。
占
い
の
結
果
、
怪

異
が
禍
の
前
兆
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
と
、
物
忌
が
課
せ
ら
れ
る
。
甲
の
日
に
起
き
た
怪
異
な
の
で
、
庚
辛
の
日
が
物
忌
と
な
る
。
甲
は
、
五

行
で
は
「
木
」
で
、
「
庚
辛
」
は
「
金
」
だ
か
ら
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
怪
日
を
魁
す
る
五
行
の
日
が
物
忌
日
と
な
る
。
「
怪
日
を
刻
す
る
」

と
は
、

五
行
相
魁
説
（
水
火
金
木
土
）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
五
行
相
魁
説
に
拠
る
と
、
「
木
」
を
刻
す
る
の
は
「
金
」
で
あ
る
。
十
干
と
五
行

の
関
係
は
、
甲
乙
H
木
、
丙
丁
H
火
、
戊
己
H
土
、
庚
辛
H
金
、
壬
発
H
水
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
甲
の
日
に
起
き
た
怪
異
に
対
し
て
、
庚
辛
日

が
物
忌
と
な
る
の
で
あ
る
。

他
に
も
、
悪
夢
な
ど
が
物
忌
の
原
因
と
な
っ
た
。
本
人
で
さ
え
、
物
忌
が
い
つ
生
じ
る
の
か
分
か
ら
な
い
の
だ
か
ら
、
ま
し
て
や
他
人
の
物

忌
日
を
把
握
す
る
事
は
難
し
い
。
道
綱
母
は
、
本
人
や
従
者
か
ら
知
ら
さ
れ
る
こ
と
で
、
兼
家
の
物
忌
日
を
知
り
得
る
の
で
あ
る
。
兼
家
の
物

忌
は
、
訪
れ
が
な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
。
待
つ
身
と
し
て
は
、
少
し
で
も
多
く
の
物
忌
情
報
を
得
た
い
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
夫
婦
仲
に
不
安
が
生

じ
れ
ば
、
物
忌
の
情
報
に
敏
感
に
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
兼
｛
永
か
ら
直
に
伝
え
ら
れ
た
と
し
て
も
、
物
忌
を
理
由
と
し
た
不
訪
に
対
す
る
猪
疑

心
を
払
拭
で
き
な
い
時
も
あ
る
だ
ろ
う
。
物
忌
の
在
り
方
は
、
夫
婦
仲
の
状
態
を
反
映
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
る
事
が
で
き
る
。

ま
た
、
先
述
し
た
よ
う
に
物
忌
や
方
忌
な
ど
を
総
じ
て
〈
慎
み
〉
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
『
崎
蛤
日
記
」
に
〈
慎
み
〉
の
用
例
は
十
例
あ
る
。

・
「
つ
つ
し
む
こ
と
の
み
あ
れ
ば
こ
そ
あ
れ
、
さ
ら
に
来
じ
と
な
む
わ
れ
は
思
は
ぬ
。
・
：
L

（
中
巻
、
天
禄
元
年
六
月
、
二
O
O
頁）

・
「
つ
つ
し
む
こ
と
あ
り
で
な
む
」
と
て
、

つ
れ
も
な
け
れ
ば
、
な
に
か
は
と
て
、
音
も
せ
で
渡
り
ぬ
。
下
巻
、
天
延
元
年
八
月
、
一
一
一
一
六
頁
）

右
は
、
諸
注
釈
に
「
物
忌
」
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
用
例
で
あ
る
。

一
方
で
、
〈
慎
み
〉
が
別
の
意
味
で
表
れ
る
も
の
も
あ
る
。

・
か
く
て
経
る
ほ
ど
に
、
そ
の
月
の
つ
ご
も
り
に
、
「
小
野
の
宮
の
大
臣
か
く
れ
た
ま
ひ
ぬ
」
と
て
世
は
騒
ぐ
、
あ
り
あ
り
て
、
「
世
の
中

「
鯖
蛤
日
記
」
中
巻
に
お
け
る
兼
家
の
物
忌
記
事

七



｝＼ 

い
と
騒
が
し
か
な
れ
ば
、

つ
つ
し
む
と
て
、
え
も
の
せ
ぬ
な
り
。
服
に
な
り
ぬ
る
を
、
こ
れ
ら
、
と
く
し
て
」
と
は
あ
る
も
の
か
。

（
中
巻
、
天
禄
元
年
五
月
、

一
九
二
頁
）

・
あ
が
た
あ
り
き
の
と
こ
ろ
、
初
瀬
へ
な
ど
あ
れ
ば
、
も
ろ
と
も
に
と
て
、

つ
つ
し
む
と
こ
ろ
に
渡
り
ぬ
。

（
中
巻
、
天
禄
二
年
七
月
、

二
五
七
頁
）

右
の
よ
う
に
、
忌
服
や
精
進
に
つ
い
て
一
言
う
場
合
も
あ
る
。
〈
慎
み
〉
が
何
を
意
味
す
る
か
は
、
前
後
の
文
脈
か
ら
類
推
す
る
し
か
な
い
の
で
あ

る。
『
源
氏
物
語
』
で
は
、
次
の
よ
う
な
用
例
が
み
ら
れ
る
。

・
誰
も
誰
も
う
れ
し
き
も
の
か
ら
ゆ
ゆ
し
う
思
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
の
御
つ
つ
し
み
せ
さ
せ
た
て
ま
つ
り
た
ま
ふ
。

（
葵
巻
、

二
十
頁
）

・
つ
つ
し
ま
せ
た
ま
ふ
べ
き
御
年
な
る
に
、
晴
れ
晴
れ
し
か
ら
で
月
ご
ろ
過
ぎ
さ
せ
た
ま
ふ
こ
と
を
だ
に
嘆
き
わ
た
り
は
べ
り
つ
る
に
、

御
つ
つ
し
み
な
ど
を
も
常
よ
り
こ
と
に
せ
さ
せ
た
ま
は
ざ
り
け
る
こ
と
と
、

い
み
じ
う
思
し
め
し
た
り
。

（
薄
雲
巻
、
四
四
四
頁
）

・
今
年
は
三
十
七
に
ぞ
な
り
た
ま
ふ
。
見
た
て
ま
つ
り
た
ま
ひ
し
年
月
こ
と
な
ど
も
、
あ
は
れ
に
思
し
出
で
た
る
つ
い
で
に
、
「
さ
る
べ
き

御
祈
祷
な
ど
、
常
よ
り
と
り
わ
き
て
、
今
年
は
つ
つ
し
み
た
ま
ヘ
。
」

（
若
菜
下
巻
、
二
O
六
頁
）

葵
巻
の
用
例
は
、
懐
妊
し
た
葵
の
上
に
物
忌
を
含
め
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
謹
慎
を
さ
せ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
新
全
集
頭
注
で
は
「
安
産
を

願
つ
て
の
物
忌
そ
の
他
」
と
し
て
い
る
。
薄
雲
、
若
菜
下
巻
で
は
、
藤
壷
、
紫
の
上
が
、
そ
れ
ぞ
れ
コ
一
十
七
歳
の
厄
年
に
当
た
っ
て
い
る
た
め

の
〈
慎
み
〉
を
い
う
。

古
記
録
で
も
事
情
は
同
じ
で
、
〈
慎
み
〉
の
指
す
も
の
は
物
忌
に
限
ら
な
い
。
触
械
を
指
す
場
合
も
あ
る
。
次
に
挙
げ
る
五
例
の
〈
慎
〉
記
事

は
、
前
の
三
例
が
物
忌
を
指
す
も
の
で
、
後
の
二
例
が
触
械
を
指
す
も
の
で
あ
る
。

・
昨
今
就
出
行
副
闘
病
事
物
忌
也
。

－

A
7
明
刑
倒
同
部
お
物
思

（
「
小
右
記
」
正
暦
四
年
三
月
二
十
三
日
条
）

（
『
小
右
記
』
寛
弘
二
年
二
月
十
六
日
条
）



・

其

戦

記

摂

政

重

町

劇

風

（

『

小

右

記

』

寛

仁

二

年

四

月

十

四

日

条

）

・
今
日
辰
魁
許
丑
賊
邪
馬
新
機
、
（
中
略
）
召
明
法
博
土
信
貞
問
之
、
申
云
、
可
有
機
者
、
的
立
筒
、
院
御
物
詣
近
々
、
の
国
剖

『
殿
暦
』
天
永
二
年
三
月
六
日
条
）

成
魁
許
自
民
部
卿
許
示
送
云
、
六
条
有
瞬
、
能
町
周
者
、

（
『
殿
暦
」
天
永
一
一
年
三
月
十
一
日
条
）

以
上
の
よ
う
に
、
〈
慎
み
〉
は
、
物
忌
、
方
忌
、
忌
服
、
穣
、
厄
年
な
ど
に
際
し
て
の
謹
慎
状
態
を
表
す
言
葉
で
あ
る
。
例
え
ば
、
物
忌
な
ら

訪
問
者
と
会
わ
な
い
、
外
出
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
方
忌
な
ら
方
違
を
す
る
こ
と
が
、
慎
む
こ
と
に
な
る
。
『
源
氏
物
語
』
葵
巻
の
「
さ
ま

ざ
ま
の
御
つ
つ
し
み
」
に
み
る
よ
う
に
、
〈
慎
み
〉
は
特
定
の
忌
み
を
指
す
言
葉
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

〈
慎
み
〉
と
い
う
言
葉
だ
け
で
は
、
そ
の
内
容
が
物
忌
か
方
忌
か
、
ま
た
は
穣
れ
や
忌
服
な
の
か
を
、
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
前
後
の
文

脈
か
ら
、
〈
慎
み
〉
の
内
容
を
類
推
す
る
し
か
な
い
。
以
上
の
理
由
か
ら
、
本
稿
で
は
物
忌
記
事
を
取
り
上
げ
る
に
あ
た
り
、
〈
慎
み
〉
記
事
は

除
外
し
た
い
。
な
お
、
〈
慎
み
〉
に
つ
い
て
は
、
紙
幅
の
都
合
上
、
簡
潔
に
触
れ
る
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
が
、
ま
だ
触
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
点
が
あ
る
。
物
忌
と
の
関
連
も
あ
る
の
で
、
稿
を
改
め
た
い
。

物
忌
は
頻
繁
に
生
じ
る
う
え
、
当
人
し
か
正
確
に
把
握
し
き
れ
な
い
と
い
う
特
徴
が
あ
っ
た
。
道
綱
母
に
と
っ
て
、
兼
家
の
物
忌
や
方
思
は
、

自
分
で
確
認
で
き
る
か
否
か
、
と
い
う
点
で
意
識
が
異
な
る
の
で
あ
る
。
情
報
の
拠
り
所
が
自
分
側
に
も
あ
る
か
、
相
手
側
だ
け
に
あ
る
か
に

よ
っ
て
、
意
識
の
差
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
物
忌
の
情
報
は
相
手
側
に
あ
る
の
で
、
受
け
手
は
そ
の
情
報
に
頼
り
、
信
じ
る
こ
と
し
か
で
き
な

ぃ
。
そ
の
た
め
に
、
何
か
を
断
る
口
実
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
、
方
忌
よ
り
も
意
識
さ
れ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
意
識
の

さ
れ
方
は
、
そ
の
人
へ
の
信
頼
の
度
合
と
関
わ
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。

『
蛸
齢
日
記
」
中
巻
に
お
け
る
兼
家
の
物
忌
記
事

九



。

兼
家
の
物
忌
記
事

物
忌
は
頻
繁
に
起
こ
る
上
、
当
人
以
外
が
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
の
難
し
い
謹
慎
日
で
あ
っ
た
。
兼
家
の
物
忌
記
事
は
、
結
婚
成
立
（
天
暦

八
年
秋
）
か
ら
、
道
綱
母
の
広
幡
中
川
へ
の
転
居
（
天
延
元
年
八
月
）
ま
で
に
限
っ
て
み
る
と
表
3
の
よ
う
に
な
る
。
記
事
番
号
を
丸
数
字
と

し
た
四
例
は
、
兼
家
が
あ
ら
か
じ
め
不
訪
理
由
の
予
告
と
し
て
物
忌
を
知
ら
せ
た
記
事
で
あ
る
。
先
に
断
っ
た
よ
う
に
、
本
稿
で
は
こ
の
四
例

を
み
て
い
く
。

物
忌
の
予
告
を
受
け
た
時
、
そ
れ
を
信
じ
て
安
心
し
て
い
ら
れ
る
う
ち
は
、
夫
婦
仲
が
良
好
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
次
第
に
物
忌
の
予

告
を
疑
う
よ
う
に
な
る
が
、
こ
の
こ
と
は
夫
婦
仲
が
悪
く
な
っ
た
こ
と
を
如
実
に
表
す
も
の
と
な
る
。
四
例
の
記
事
に
は
、
上
述
の
よ
う
に
変

化
し
て
い
く
夫
婦
仲
の
状
態
が
表
れ
て
い
る
。
物
忌
予
告
記
事
を
考
え
る
前
提
と
し
て
、
次
に
兼
家
の
物
忌
記
事
の
傾
向
を
把
握
し
た
い
。
な

ぉ
、
表
の
記
事
番
号
は
、
以
降
の
考
察
に
お
い
て
、
記
事
に
付
し
た
も
の
と
一
致
さ
せ
で
あ
る
。

表
3
か
ら
、
兼
家
の
物
忌
記
事
は
、
天
禄
二
年
を
境
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
安
和
二
年
の
①
は
、
兼
家
が
物
忌
に
加
え
て
長
精

進
も
あ
り
、
会
え
な
い
日
が
続
い
た
時
の
交
流
と
し
て
記
さ
れ
、
天
禄
元
年
の
方
は
、
物
忌
が
明
け
た
日
の
来
訪
を
約
束
す
る
も
の
（
③
）
や
、

道
綱
母
邸
で
物
忌
日
を
過
ご
し
た
こ
と

（4
）
が
記
さ
れ
て
い
た
。
兼
家
の
物
忌
が
、
道
綱
母
の
生
活
に
ま
で
及
び
、
本
来
は
外
部
と
の
隔
絶

を
意
味
す
る
物
忌
が
、
逆
に
夫
婦
仲
の
睦
ま
じ
さ
を
表
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
天
禄
二
年
六
月
以
降
は
、
物
忌
記
事
の
様
相
が
一
変
し
て
い
る
。
天
禄
二
年
一
一
月
に
兼
家
が
近
江
の
女
と
結
婚
し
た
こ
と
が
、

一
変
し
た
最
大
の
理
由
だ
と
考
え
ら
れ
、
物
忌
を
通
し
て
の
温
か
い
交
流
が
見
ら
れ
な
く
な
る
。
天
禄
二
年
の

5
は
、
物
忌
中
の
兼
｛
永
か
ら
消

息
文
が
届
く
記
事
で
あ
り
、
こ
れ
を
機
に
道
綱
母
は
鳴
滝
龍
り
を
決
行
す
る
。
続
く
用
例
6
・
7
に
は
、
兼
家
の
物
忌
中
に
鳴
滝
へ
発
と
う
と

急
ぐ
道
綱
母
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。

5
で
送
ら
れ
た
消
息
丈
の
内
容
と
、
そ
れ
に
対
す
る
道
綱
母
の
様
子
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。



表
3

兼
家
の
物
忌
記
事
（
丸
数
字
は
、
不
訪
理
由
の
予
告
と
し
て
の
物
忌
記
事
）

巻中
巻
一
安
和
二
年

天
禄
元
年

天
録
二
年

下
巻

天
禄
三
年

年

一
日
の
日
よ
り
四
日
、
例
の
物
思
と
聞
く
。

本

文

① 

そ
の
前
の
五
月
雨
の
二
十
余
日
の
ほ
ど
、
物
忌
も
あ
り
、
長
き
精
進
も
は
じ
め
た
る
人
、
山
寺
に
こ
も
れ
り
。

2 

「
殿
は
御
物
忌
な
り
」
と
て
、
を
の
こ
ど
も
は
さ
な
が
ら
来
た
り
。

「
・
明
日
明
後
日
、
物
忌
、
い
か
に
お
ぼ
つ
か
な
か
ら
む
。
五
日
の
日
、
ま
だ
し
き
に
渡
り
て
、
こ
と
と
も
は
す
べ
し
」
な
と
一
言
ひ
て
、
婦

ら
れ
ぬ
れ
ば
、
常
は
ゆ
か
ぬ
こ
こ
ち
も
、
あ
は
れ
に
う
れ
し
う
お
ぼ
ゆ
る
こ
と
か
ぎ
り
な
し
。

か
く
て
八
月
に
な
り
ぬ
。
三
日
の
夜
さ
り
が
た
、
に
は
か
に
見
え
た
り
。
あ
や
し
と
恩
ふ
に
、
「
明
日
は
物
忌
な
る
を
、
門
強
く
さ
さ
せ
よ
」

な
ど
う
ち
言
ひ
ち
ら
す
。

ハ
月
の
つ
い
た
ち
の
目
、
「
御
物
忌
な
れ
ど
御
門
の
下
よ
り
も
」
と
て
、
文
あ
り
。

③ 4 5 6 

西
山
に
、
例
の
も
の
す
る
寺
あ
り
、
そ
ち
も
の
し
な
む
、
か
の
物
忌
果
て
ぬ
さ
き
に
と
て
、
四
日
、
出
で
立
つ

7 

物
忌
も
今
日
ぞ
明
く
ら
む
と
思
ふ
日
な
れ
ば
、
心
あ
わ
た
た
し
く
思
ひ
っ
つ
、

「
さ
ふ
り
は
へ
こ
そ
は
す
べ
か
な
れ
、
方
あ
き
な
ば
こ
そ
は
ま
ゐ
り
来
べ
か
な
れ
と
思
ふ
に
、
例
の
六
日
の
物
忌
に
な
り
ぬ
ベ
か
り
け
り
」

な
ど
、
な
や
ま
し
げ
に
言
ひ
っ
つ
出
で
ぬ
。

物
忌
果
て
む
目
、
い
ぶ
か
し
き
ち
ぞ
添
ひ
で
お
ぼ
ゆ
る
に
、
六
日
を
過
ご
し
て
七
月
三
日
に
な
り
に
た
り
。

⑧ 9 10 

か
く
て
、
そ
の
日
を
ひ
ま
に
て
、
ま
た
物
忌
に
な
り
ぬ
と
聞
く
。

11 

八
月
と
い
ふ
は
、
明
日
に
な
り
に
た
め
れ
ば
、
今
日
よ
り
閲
目
、
例
の
物
忌
と
か
、
あ
き
て
、
ふ
た
た
び
ば
か
り
見
え
た
り
。

12 

「
四
日
ば
か
り
の
物
忌
し
き
り
つ
つ
な
む
。
た
だ
い
ま
今
日
だ
に
と
ぞ
思
ふ
。
」
な
ど
、
あ
や
し
き
ま
で
こ
ま
か
な
り
。

⑬ 

「
明
日
は
、
あ
な
た
塞
が
る
。
明
後
日
よ
り
は
物
忌
な
り
。
す
べ
か
め
れ
ば
」
な
と
、
い
と
言
よ
し
。

た
だ
い
ま
あ
る
文
を
見
れ
ば
、
「
長
き
物
忌
に
う
ち
つ
づ
き
着
座
と
い
ふ
わ
ざ
し
て
は
、
つ
つ
し
み
け
れ
ば
。
今
日
な
む
、
い
と
と
く
と
思

ふ
」
な
ど
、
い
と
こ
ま
や
か
な
り
。

今
日
ま
で
お
と
な
き
人
も
、
思
ひ
し
に
た
が
は
ぬ
こ
こ
ち
す
る
を
、
今
日
よ
り
四
日
、
か
の
物
忌
に
や
あ
ら
む
、
と
思
ふ
に
ぞ
、
す
こ
し

の
ど
め
た
る
。

そ
の
五
六
日
は
例
の
物
忌
と
聞
く
を
、
「
御
門
の
下
よ
り
な
む
」
と
て
、
文
あ
り
。

14 15 16 17 

ハ
七
日
、
物
忌
と
聞
く
。

18 

『
鯖
蛤
日
記
」
中
巻
に
お
け
る
兼
家
の
物
忌
記
事

月
五
月一

月
十
日

月
十
二
日

八
月
二
日

六
月
（
同
じ
物
忌
日
）

六
月
（
同
じ
物
忌
日
）

七
月

七
月

十

月

寸

月
月月月

閏

月
月

日

頁
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5 

六
月
の
つ
い
た
ち
の
目
、
「
御
物
忌
な
れ
ど
、
御
門
の
下
よ
り
も
」
と
て
、
丈
あ
り
。
あ
や
し
く
め
づ
ら
か
な
り
と
思
ひ
て
見
れ
ば
、
「
忌

は
い
ま
は
も
過
、
ぎ
ぬ
ら
む
を
、

い
つ
ま
で
あ
る
べ
き
に
か
。
住
み
所
、

い
と
便
な
か
め
り
し
か
ば
、
え
も
の
せ
ず
。
物
詣
は
繊
ら
ひ
い

で
き
て
、
と
ど
ま
り
ぬ
」
な
ど
ぞ
あ
る
。
こ
こ
に
と
、

い
ま
ま
で
聞
か
ぬ
ゃ
う
も
あ
ら
じ
と
思
ふ
に
、
心
憂
さ
も
ま
さ
り
ぬ
れ
ど
、
念

じ
て
、
返
り
ご
と
書
く
。

中
巻
、
天
禄
二
年
六
月
、

二
二
五
頁
）

兼
家
の
言
う
「
忌
」
と
は
、
道
網
母
の
四
十
五
日
方
違
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
四
十
五
方
違
は
三
月
末
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
の
で
（ 

一
一

頁
）
、
五
月
半
ば
に
は
終
わ
っ
て
い
る
。
消
息
丈
が
送
ら
れ
た
の
は
六
月
一
日
で
あ
る
か
ら
、
約
半
月
の
問
、
音
信
の
な
か
っ
た
こ
と
も
分
か
る
。

だ
か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
物
忌
中
に
消
息
文
を
送
っ
て
き
た
こ
と
に
対
し
、
道
綱
母
は
「
あ
や
し
く
め
づ
ら
か
」
と
思
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の

消
息
文
の
直
前
に
は
、
兼
家
の
前
渡
り
が
記
さ
れ
て
い
る
。
前
渡
り
へ
の
悔
し
さ
を
、

5
の
消
息
丈
は
助
長
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
道
綱
母

は
鳴
滝
龍
り
を
決
意
し
た
の
で
あ
る
。

周
知
の
通
り
、
鳴
滝
で
は
兼
家
を
中
心
に
、
多
く
の
人
か
ら
下
山
を
説
得
さ
れ
、
最
終
的
に
は
兼
家
に
下
山
を
強
行
さ
れ
て
い
る
。
帰
京
し

た
日
の
夜
は
兼
家
と
過
ご
し
て
い
た
が
、
そ
の
日
の
帰
り
際
の
言
葉
が
、
用
例
⑧
「
方
あ
き
な
ば
こ
そ
は
ま
ゐ
り
来
べ
か
な
れ
と
思
ふ
に
、
例

の
六
日
の
物
忌
に
な
り
ぬ
べ
か
り
け
り
」
（
二
五
二
一
1
四
頁
）
で
あ
る
。
兼
家
は
、
方
忌
の
後
に
六
日
間
の
物
忌
が
あ
る
の
で
、
暫
く
来
ら
れ
な

い
、
と
告
げ
て
帰
る
の
で
あ
る
。
翌
日
に
は
、
道
綱
母
の
体
調
を
気
遣
う
兼
家
の
消
息
丈
が
届
く
が
、
「
な
に
か
は
、
か
ば
か
り
ぞ
か
し
と
、
思

ひ
離
る
る
」
（
一
一
五
四
頁
）
と
、
取
り
合
わ
な
い
。
そ
の
反
面
、
「
物
忌
果
て
む
日
、

い
ぶ
か
し
き
こ
こ
ち
ぞ
添
ひ
で
お
ぼ
ゆ
る
し
（
二
五
四
頁
）

と
、
兼
家
が
物
忌
明
け
に
訪
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
、
道
綱
母
の
複
雑
な
心
境
が
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
中
巻
以
降
の
物
忌
記
事
は
他
に
、

叩
「
物
忌
に
な
り
ぬ
と
聞
く
」
や
日
「
例
の
物
忌
と
か
」
と
い
う
よ
う
に
、
第
三
者
的
な
視
線
か

ら
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
も
な
る
。
下
巻
で
は
五
例
中
三
例
が
「
物
忌
と
聞
く
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
場
合
に
は
、
道
綱
母
の
感
想
は
記
さ

れ
な
い
。
情
報
だ
け
が
記
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
、
待
つ
住
し
さ
が
一
層
強
く
窺
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
夫
婦
仲
の
変
容
に
伴
い
、
兼
家
の
物
忌
に
対
す
る
道
綱
母
の
態
度
が
変
わ
っ
て
い
る
。
兼
家
の
物
忌
日
を
安
心
し
て
暮
ら



せ
た
日
々
か
ら
一
転
し
て
、
物
忌
を
通
し
て
兼
家
へ
の
不
信
を
募
ら
せ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

兼
家
が
物
忌
を
不
訪
理
由
と
し
て
予
告
す
る
記
事
は
中
巻
に
限
ら
れ
、
安
和
一
一
年
に
一
回
、
天
禄
元
年
に
一
回
、
天
禄
二
年
に
二
回
、
計
四

回
あ
る
。
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
兼
家
が
不
訪
を
予
告
す
る
の
は
、
信
頼
を
保
つ
た
め
か
、
も
し
く
は
不
審
さ
を
覆
い
隠
す
た
め
で
あ
っ
た
。

物
忌
の
予
告
が
、
道
綱
母
に
ど
う
受
け
留
め
ら
れ
て
い
る
の
か
を
み
て
い
き
た
い
。

四

不
訪
予
告
と
し
て
の
物
忌
記
事

で
は
、
物
忌
予
告
記
事
の
四
例
を
み
て
い
き
た
い
。
初
め
の
用
例
は
、
安
和
二
年
の
記
事
で
あ
り
、
後
述
の
よ
う
に
、
上
巻
の
形
式
を
受
け

た
箇
所
で
あ
る
。

① 

そ
の
前
の
五
月
雨
の
二
十
余
日
の
ほ
ど
、
物
忌
も
あ
り
、
長
き
精
進
も
は
じ
め
た
る
人
、
山
寺
に
こ
も
れ
り
。
雨
い
た
く
降
り
て
、
な

が
む
る
に
、
「
い
と
あ
や
し
く
心
細
き
と
こ
ろ
に
な
む
」
な
ど
も
あ
る
べ
し
、
返
り
ご
と
に

時
し
も
あ
れ
か
く
五
月
雨
の
水
ま
さ
り
を
ち
か
た
人
の
日
を
も
こ
そ
ふ
れ

と
も
の
し
た
る
返
し
、

真
清
水
の
ま
し
て
ほ
ど
ふ
る
も
の
な
ら
ば
お
な
じ
沼
に
も
お
り
も
た
ち
な
む

と
二
百
ふ
ほ
ど
に
、
閏
五
月
に
も
な
り
ぬ
。

（
中
巻
、
安
和
一
一
年
五
月
、

一
七
三
頁
）

兼
家
の
物
忌
中
の
一
節
で
あ
る
が
、
道
綱
母
が
兼
家
の
事
情
を
把
握
し
て
書
い
て
い
る
よ
う
な
の
で
、
予
告
さ
れ
た
も
の
に
な
ろ
う
。
上
巻
に
、

物
忌
記
事
で
は
な
い
が
、
①
と
似
た
不
訪
理
由
の
予
告
記
事
が
あ
る
。
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

十
二
月
に
な
り
ぬ
。
横
川
に
も
の
す
る
こ
と
あ
り
て
登
り
ぬ
る
人
、

「
雪
に
降
り
こ
め
ら
れ
て
、

い
と
あ
は
れ
に
恋
し
き
こ
と
多
く
な
む
」
と
あ
る
に
つ
け
て
、

「
崎
除
日
記
」
中
巻
に
お
け
る
兼
家
の
物
忌
記
事



四

こ
ほ
る
ら
む
横
川
の
水
に
降
る
雪
も
わ
が
ご
と
き
え
て
も
の
は
思
は
じ

な
ど
い
ひ
て
、
そ
の
年
は
か
な
く
暮
れ
ぬ
。

（
上
巻
、
天
暦
八
年
十
二
月
、
九
十
八
頁
）

叙
述
の
さ
れ
方
の
類
似
点
は
四
つ
挙
げ
ら
れ
る
。
第
一
点
は
、

日
付
表
現
で
あ
る
。
上
巻
「
十
二
月
に
な
り
ぬ
。
ー
な
ど
い
ひ
て
、
そ
の
年
は

か
な
く
暮
れ
ぬ
o
」
、
中
巻
①
「
そ
の
前
の
五
月
雨
の
二
十
余
日
の
ほ
ど
1
と
言
ふ
ほ
ど
に
、
閏
五
月
に
も
な
り
ぬ
。
」
と
い
う
よ
う
に
、
大
き
な

時
間
枠
に
、
兼
家
の
訪
れ
が
な
い
と
い
う
状
況
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
第
二
点
は
、
兼
家
が
三
人
称
的
に
記
さ
れ
る
こ
と
で
、
不
訪
の
理
由

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
上
巻
「
横
川
に
も
の
す
る
こ
と
あ
り
て
登
り
ぬ
る
人
」
、
中
巻
⑦
「
物
忌
も
あ
り
、
長
き
精
進
も
は
じ
め
た
る

人
」
と
い
う
よ
う
に
で
あ
る
。
第
三
点
は
、
兼
｛
永
か
ら
送
ら
れ
た
丈
に
道
綱
母
の
返
歌
が
記
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
第
四
点
は
状
況
の
類
似

で
あ
る
。
新
全
集
頭
注
で
は
、
上
巻
の
場
面
に
つ
い
て
「
兼
家
が
女
人
禁
制
の
横
川
に
お
り
、
し
か
も
雪
に
降
り
こ
め
ら
れ
て
、

二
人
の
聞
が

完
全
に
遮
断
さ
れ
た
。
そ
の
こ
と
が
か
え
っ
て
「
こ
ほ
る
ら
む
：
・
』
の
歌
に
女
ら
し
い
慕
情
を
た
だ
よ
わ
す
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
こ
の
事
情

は
、
中
巻
の
当
該
箇
所
も
参
考
に
な
る
。
物
忌
に
よ
っ
て
隔
て
ら
れ
た
二
人
が
、
文
や
和
歌
に
よ
っ
て
心
情
を
交
流
さ
せ
る
こ
と
は
、
通
常
に

増
し
て
親
密
さ
を
伝
え
る
も
の
と
な
る
。
物
理
的
な
隔
て
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
心
情
交
流
が
引
き
立
つ
の
で
あ
る
。
中
巻
①
は
安
和
二
年
の
記

事
で
あ
り
、
ま
だ
上
巻
の
叙
述
法
を
受
け
継
い
で
い
る
こ
と
が
、
物
忌
記
事
に
お
い
て
も
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

次
の
用
例
③
は
、
道
綱
が
内
裏
の
賭
弓
で
舞
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
時
の
準
備
期
間
の
記
事
で
あ
る
。
道
綱
の
た
め
に
夫
婦
が
協
力
し
て

準
備
を
進
め
る
最
中
に
、
兼
家
が
物
忌
に
な
る
こ
と
を
告
げ
る
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。

③ 

さ
て
、
と
ば
か
り
あ
り
て
、
人
々
あ
や
し
と
思
ふ
に
、
は
ひ
入
り
て
、
「
こ
れ
が
い
と
ら
う
た
く
舞
ひ
つ
る
こ
と
語
り
に
な
む
も
の
し
つ

る
。
み
な
人
の
泣
き
あ
は
れ
が
り
つ
る
こ
と
。
明
日
明
後
日
、
物
思
、

い
か
に
お
ぼ
つ
か
な
か
ら
む
。
五
日
の
日
、
ま
だ
し
き
に

渡

り
て
、
こ
と
ど
も
は
す
べ
し
」
な
ど
言
ひ
て
、
帰
ら
れ
ぬ
れ
ば
、
常
は
ゆ
か
ぬ
こ
こ
ち
も
、
あ
は
れ
に
う
れ
し
う
お
ぽ
ゆ
る
こ
と
か
ぎ

れ
リ
h
U
1
レ。

（
中
巻
、
天
禄
元
年
三
月
十
二
日
）

道
網
の
た
め
に
、
準
備
に
奔
走
す
る
兼
家
の
様
子
は
、
通
網
母
を
妻
と
し
て
、
ま
た
母
と
し
て
満
足
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
兼
家
は
準
備
期



問
中
に
物
忌
に
龍
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
だ
が
、
「
い
か
に
お
ぼ
つ
か
な
か
ら
む
。
五
日
の
目
、
ま
だ
し
き
に
渡
り
て
、
こ
と
ど
も
は
す
べ
し
」

と
、
道
綱
母
に
告
げ
て
い
る
。
賭
弓
直
前
の
二
日
聞
が
物
忌
な
の
で
、
道
綱
の
準
備
を
し
て
あ
げ
ら
れ
な
い
こ
と
を
「
い
か
に
お
ぼ
つ
か
な
か

ら
む
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
兼
家
が
、
道
綱
の
舞
の
評
判
が
良
か
っ
た
こ
と
を
喜
ぶ
様
子
や
、
物
忌
に
龍
る
た
め
に
道
綱
の
準
備
が
で
き
な
い

こ
と
を
嘆
く
姿
を
見
て
、
道
綱
母
は
「
常
は
ゆ
か
ぬ
こ
こ
ち
も
、
あ
は
れ
に
う
れ
し
う
お
ぼ
ゆ
る
こ
と
か
ぎ
り
な
し
」
と
感
じ
、
満
た
さ
れ
た

気
持
ち
を
露
わ
に
表
現
し
て
い
る
。
兼
家
が
翌
日
か
ら
二
日
間
来
ら
れ
な
い
の
は
、
物
忌
が
あ
る
か
ら
で
、
も
し
物
忌
で
な
か
っ
た
な
ら
、
兼

家
は
道
綱
の
準
備
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
道
綱
母
も
そ
の
よ
う
に
確
信
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
不
訪
を
予
告
さ
れ
て
も
不
満
に

感
じ
る
こ
と
な
く
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
の
「
物
忌
」
に
つ
い
て
、
新
全
集
頭
注
で
は
、
十
日
の
記
事
に
あ
る
「
殿
は
御
物
忌
な
り
」
（
表
3
の
2
）
の
物
忌
で
あ
る
、

之
江

4）

と
し
て
い
る
。
こ
の
説
に
従
う
と
、
十
日
の
物
忌
か
ら
、
「
明
日
明
後
日
」
の
十
三
、
十
四
日
の
物
忌
ま
で
が
連
続
し
て
い
て
、
③
の
十
二
日
は
、

兼
家
が
物
忌
を
犯
し
て
ま
で
や
っ
て
き
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
③
が
物
忌
中
の
訪
問
か
否
か
は
、
読
み
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
る
。
先
の
引

用
部
分
よ
り
以
前
の
記
事
を
み
る
と
、
「
殿
は
御
物
忌
」
と
「
明
日
明
後
日
、
物
忌
」
と
が
同
一
の
物
忌
を
指
す
、
と
い
う
解
釈
は
通
ら
な
い
。

理
由
は
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

・
ま
た
十
二
日
、
「
し
り
へ
の
方
人
さ
な
が
ら
集
ま
り
て
舞
は
す
べ
し
。
こ
こ
に
は
弓
場
な
く
て
悪
し
か
り
ぬ
ベ
し
」
と
て
、
か
し
こ
に
の
の

し
る
。
（
一
八
八
頁
）

③
と
同
日
の
記
事
で
、
兼
家
邸
に
お
い
て
舞
の
練
習
を
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
物
忌
者
の
邸
に
大
勢
が
集
ま
る
と
は
、
考
え
ら
れ
な
い
。
十

一
一
日
は
、
物
忌
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
加
え
て
暦
日
を
も
鑑
み
る
と
、
十
二
日
が
十
日
の
物
忌
の
延
長
線
上
に
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

（注
5）

暦
日
か
ら
推
し
て
考
え
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
「
殿
は
御
物
忌
」
は
九
日
庚
戊
、
十
日
辛
亥
で
あ
る
。
翌
十
一
日
壬
子
と
十
二
日
発
丑
は
明

い
て
、
③
で
予
告
さ
れ
た
十
三
日
甲
寅
、
十
四
日
乙
卯
が
ま
た
物
忌
と
な
る
。
「
殿
は
御
物
忌
」
と
「
明
日
明
後
日
、
物
己
と
と
の
兼
家
の
物
忌

は
、
連
続
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
別
個
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
史
実
的
な
記
録
が
な
い
た
め
確
定
は
で
き
な
い
が
、
『
婿
齢
日
記
』

『
鯖
齢
日
記
」
中
巻
に
お
け
る
兼
家
の
物
忌
記
事

五
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ノ、

の
記
事
に
従
っ
て
兼
家
の
行
動
を
追
う
と
、
以
上
の
推
測
が
成
り
立
つ
。
物
忌
中
の
訪
れ
で
は
な
い
こ
と
を
、
確
認
し
て
お
き
た
い
。

③
は
、
兼
家
が
物
忌
の
た
め
に
、
道
綱
の
準
備
が
滞
る
こ
と
を
懸
念
す
る
様
子
が
、
道
綱
母
の
嬉
し
さ
と
な
り
、
書
き
留
め
ら
れ
た
も
の
な

の
で
あ
る
。
「
五
日
の
目
、
ま
だ
し
き
に
渡
り
て
」
と
あ
る
よ
う
に
、
兼
家
は
物
忌
が
明
け
た
ら
早
々
に
準
備
を
再
開
す
る
つ
も
り
で
い
る
。
物

忌
の
た
め
に
準
備
が
滞
る
も
ど
か
し
さ
を
露
わ
に
す
る
兼
家
の
様
子
は
、
道
網
母
に
夫
婦
の
連
帯
感
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
た
こ
と
で
あ

ろ、っ。最
後
の
用
例
と
な
る
天
禄
二
年
の
⑧
⑬
は
、
先
の
二
例
と
異
な
る
。
事
前
の
知
ら
せ
に
対
し
て
、
道
綱
母
の
受
け
留
め
方
が
変
わ
っ
て
き
て

い
る
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
、
不
訪
理
由
が
「
方
忌
＋
物
忌
」
と
い
う
、
う
ち
続
く
忌
み
で
あ
る
点
に
も
注
意
し
た
い
。

⑧ 

「
さ
ふ
り
は
へ
こ
そ
は
す
べ
か
な
れ
、
方
あ
き
な
ば
こ
そ
は
ま
ゐ
り
来
べ
か
な
れ
と
思
ふ
に
、
例
の
六
日
の
物
忌
に
な
り
ぬ
べ
か
り
け
り
」

な
ど
、
な
や
ま
し
げ
に
言
ひ
っ
つ
出
で
ぬ
。

（
中
巻
、
天
禄
一
一
年
六
月
）

⑬ 

「
年
月
の
勘
事
な
り
と
も
、
今
日
の
ま
ゐ
り
に
は
許
さ
れ
な
む
と
ぞ
お
ぼ
ゆ
る
」
な
ど
多
く
、
「
明
日
は
、
あ
な
た
塞
が
る
。
明
後
日
よ

り
は
物
忌
な
り
、
す
べ
か
め
れ
ば
」
な
ど
い
と
一
言
よ
し
。

（
中
巻
、
天
禄
二
年
十
二
月
）

⑧
は
、
道
綱
母
が
鳴
滝
龍
り
か
ら
帰
っ
た
直
後
の
記
事
で
あ
る
。
前
掲
③
で
は
道
綱
の
た
め
も
あ
ろ
う
が
、
兼
家
は
物
忌
明
け
に
約
束
通
り

訪
れ
て
い
た
。

一
方
、
こ
の
⑧
で
予
告
さ
れ
た
物
忌
後
は
、
「
物
忌
呆
て
む
目
、

い
ぶ
か
し
き
こ
こ
ち
ぞ
添
ひ
で
お
ぼ
ゆ
る
に
、
六
日
を
過
ご
し

て
七
月
三
日
に
な
り
に
た
り
」
（
二
五
四
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
兼
家
は
物
忌
が
終
わ
っ
て
も
来
訪
し
な
か
っ
た
。

⑬
は
、
兼
家
が
約
三
ヶ
月
ぶ
り
に
訪
れ
た
時
の
記
事
で
あ
る
。
久
々
の
訪
問
な
の
に
、
夫
婦
の
交
流
は
記
さ
れ
ず
、
兼
家
の
弁
解
ば
か
り
が

書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
兼
家
の
述
べ
る
事
情
も
、
道
綱
母
は
、
「
い
と
一
一
言
よ
し
」
と
記
す
。
方
忌
明
け
に
物
忌
が
あ
っ
て
来
ら
れ
な
い
、
と
い

う
こ
と
を
、
訪
れ
を
拒
む
口
実
と
し
て
受
け
留
め
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
「
さ
ら
ば
暮
に
」
と
言
っ
て
帰
っ
た
兼
家
の
言
葉
を
信
じ
て
、
道

綱
母
は
訪
れ
を
期
待
す
る
。
「
方
塞
が
り
た
れ
ば
、
む
べ
も
な
く
、
待
つ
に
、
見
え
ず
に
な
り
ぬ
」
と
い
う
一
言
葉
に
表
れ
て
い
る
。
「
い
と
言
よ

し
」
と
、
否
定
的
に
受
け
留
め
る
気
持
ち
と
は
裏
腹
に
、
兼
家
が
物
忌
を
こ
ち
ら
で
過
ご
す
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
ほ
の
か
な
期
待
を
抱
い



て
い
た
の
で
あ
る
。
兼
家
が
、
も
し
帰
り
際
の
言
葉
通
り
に
訪
れ
れ
ば
、
翌
日
は
方
忌
の
た
め
に
帰
宅
で
き
な
い
上
、
翌
々
日
は
物
忌
に
な
る

の
で
外
出
が
で
き
な
く
な
り
、
か
な
り
の
日
数
を
道
綱
母
邸
で
過
ご
す
こ
と
に
な
る
。
以
前
に
、
兼
家
が
道
綱
母
邸
で
物
忌
日
を
過
ご
す
こ
と

が
あ
っ
た
（
4
）。

⑥
と
⑬
と
の
違
い
は
、
兼
家
の
訪
れ
を
待
つ
様
子
に
表
れ
て
い
る
。
⑧
は
「
い
ぶ
か
し
き
こ
こ
ち
ぞ
添
ひ
で
お
ぼ
ゆ
る
」
と
い
う
、
訪
れ
が

あ
る
か
ど
う
か
気
を
採
む
も
の
で
あ
っ
た
。

一
方
⑬
は
「
む
べ
も
な
く
」
と
、
訪
れ
が
な
か
っ
た
こ
と
を
、
予
想
通
り
で
あ
っ
た
と
す
る
の
で

あ
る
。
ど
ち
ら
も
兼
家
の
訪
れ
を
期
待
し
て
い
た
気
持
ち
に
変
わ
り
は
な
い
が
、
不
安
定
な
心
境
を
露
わ
に
す
る
⑥
と
、
諦
観
す
ら
感
じ
さ
せ

る
⑬
と
に
は
、
兼
家
の
訪
れ
に
対
す
る
意
識
の
差
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑧
⑬
の
二
例
は
、
不
訪
の
予
告
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
物
思
終
了
日
の
訪
れ
を
期
待
さ
せ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
兼
家
の
言
葉
を
信
じ
て
、

物
忌
が
明
け
る
日
を
心
待
ち
に
し
、
一
応
待
つ
て
は
み
る
も
の
の
、
道
綱
母
の
期
待
は
満
た
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
は
か
な
い
も
の
と
な
る
。
予

告
の
内
容
か
ら
来
訪
日
が
予
測
で
き
る
だ
け
に
、
寂
し
さ
も
助
長
さ
れ
る
。
待
つ
行
為
が
、
む
な
し
い
結
果
を
さ
ら
に
切
な
い
も
の
へ
と
し
て

し
ま
う
の
で
あ
る
。

※ 

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
物
忌
予
告
の
四
例
に
は
、
道
網
母
の
受
け
留
め
方
に
違
い
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
安
和
二
年
の
①
は
、
上
巻
の
形

式
を
踏
襲
し
て
、
夫
婦
仲
の
睦
ま
じ
さ
を
描
い
て
い
た
。
物
忌
中
で
あ
り
な
が
ら
交
流
を
求
め
る
兼
家
の
様
子
は
、
片
時
も
離
れ
ら
れ
な
い
睦

ま
じ
い
夫
婦
関
係
を
も
示
唆
し
て
い
た
。
天
禄
元
年
の
③
は
、
道
網
の
準
備
に
向
け
て
夫
婦
で
協
力
す
る
最
中
に
、
兼
家
が
物
忌
に
な
っ
た
記

事
で
あ
っ
た
。
自
分
が
物
忌
に
な
る
こ
と
の
も
ど
か
し
き
を
伝
え
る
兼
家
の
様
子
が
、
道
綱
母
に
夫
婦
の
〈
親
〉
と
し
て
の
連
帯
意
識
を
実
感

さ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
二
例
は
、
不
訪
理
由
云
々
よ
り
も
、
兼
家
が
物
思
の
隔
て
に
ど
う
対
処
し
て
い
る
か
に
、
重
点

が
置
か
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
道
綱
母
は
、
兼
家
の
物
忌
を
不
訪
理
由
と
し
て
容
認
す
る
ば
か
り
か
、
そ
こ
に
誠
実
さ
さ
え
も
見
出
し
、
予

告
さ
れ
る
こ
と
に
安
堵
、
満
足
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

『
蛸
蛤
日
記
』
中
巻
に
お
け
る
兼
家
の
物
忌
記
事

七



｝＼ 

一
方
、
天
禄
二
年
の
⑧
⑬
で
は
、
様
相
が
一
変
し
て
い
る
。
こ
の
年
二
月
、
兼
家
が
近
江
の
女
と
結
婚
し
た
こ
と
も
、
大
き
く
影
響
し
て
い

た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
二
例
に
は
、
か
つ
て
の
交
流
は
描
か
れ
な
い
。
記
事
を
み
て
も
、
夫
婦
の
交
流
よ
り
も
、
兼
家
の
述
べ
る
不
訪
理
由
の
方

が
中
心
を
な
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
物
忌
と
方
忌
が
引
き
続
く
よ
う
に
も
な
り
、
長
期
に
わ
た
っ
て
訪
れ
が
な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
予
告
に
な
っ

て
い
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
兼
家
は
物
忌
を
機
に
な
か
な
か
訪
れ
な
く
な
る
。
兼
家
は
物
忌
を
予
告
す
る
こ
と
で
不
訪
を
告
げ
る
だ
け
で
な

く
、
不
訪
の
状
態
を
持
続
さ
せ
る
口
実
と
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
物
忌
予
告
記
事
は
、
物
忌
を
介
し
て
夫
婦
の
睦
ま
じ
い

交
流
を
描
く
も
の
や
兼
家
の
誠
実
さ
を
語
る
も
の

（
①
③
）
か
ら
、
夫
婦
の
隔
て
を
形
成
し
、
二
人
の
仲
の
隅
た
り
を
語
る
も
の

（
⑧
⑬
）
 
A., 

と
変
容
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

物
忌
の
予
告
は
、
不
訪
を
告
げ
る
と
と
も
に
、
物
忌
明
け
の
来
訪
を
約
束
す
る
は
ず
の
も
の
で
あ
っ
た
。
物
忌
中
で
さ
え
交
流
を
持
つ
こ
と

の
で
き
た
頃
（
①
4
）
を
思
い
返
す
と
、
天
禄
二
年
以
降
に
表
れ
る
兼
家
の
物
忌
日
は
道
綱
母
の
悲
し
み
を
一
層
強
く
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

天
禄
二
年
の
物
忌
予
告
記
事
に
は
、
道
綱
母
の
待
つ
姿
が
虚
し
く
描
か
れ
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
物
忌
予
告
記
事
は
、
夫
婦
仲
の
状
態
を
反
映
し
て
い
た
と
い
え
る
。
夫
婦
仲
の
隔
た
り
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
、
待
つ

」
と
の
虚
し
さ
を
強
調
す
る
た
め
の
記
事
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

五

物
忌
以
外
の
不
訪
理
由

前
節
で
は
、
物
忌
が
あ
ら
か
じ
め
不
訪
理
由
と
し
て
予
告
さ
れ
た
四
例
を
み
て
き
た
。
最
後
に
、
物
忌
以
外
の
理
由
が
不
訪
予
告
と
さ
れ
る

も
の
と
に
差
異
が
あ
る
の
か
を
考
え
て
お
き
た
い
。

（

A
）
 

つ
と
め
て
は
、
「
も
の
す
べ
き
こ
と
の
あ
れ
ば
な
む
。

い
ま
明
日
明
後
日
の
ほ
ど
に
も
」
な
ど
あ
る
に
、
ま
こ
と
と
は
思
は
ね
ど
、
思

ひ
な
ほ
る
に
や
あ
ら
む
と
思
ふ
ベ
し
、
も
し
は
た
、
こ
の
た
び
ば
か
り
に
や
あ
ら
む
と
こ
こ
ろ
み
る
に
、

ゃ
う
や
う
ま
た
日
数
過
ぎ



ゆ
く
。
さ
れ
ば
よ
と
思
ふ
に
、
あ
り
し
よ
り
も
け
に
も
の
ぞ
悲
し
き
。

中
巻
、
天
禄
元
年
六
月
、
二
O
一頁）

B 

よ
ろ
こ
び
に
あ
り
き
な
ど
す
れ
ば
、

い
と
あ
は
れ
に
う
れ
し
き
こ
こ
ち
す
。
そ
れ
よ
り
し
も
、
例
の
つ
つ
し
む
べ
き
こ
と
あ
り
。
二

日
も
、
か
し
こ
に
な
む
と
聞
く
に
も
、
た
よ
り
に
も
あ
る
を
、
さ
も
や
と
思
ふ
ほ
ど
に
、
夜
い
た
く
更
け
ゆ
く
。
ゆ
ゆ
し
と
思
ふ
人

も
た
だ
ひ
と
り
出
で
た
り
。
胸
、
っ
ち
つ
ぶ
れ
て
ぞ
あ
さ
ま
し
き
。

（
中
巻
、
天
禄
元
年
十
一
月
、
二
一
四
頁
）

右
の
二
例
で
は
、
不
訪
を
告
げ
ら
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
も
し
や
の
来
訪
を
期
待
せ
ず
に
い
ら
れ
な
い
道
綱
母
の
様
子
が
書
か
れ
て
い

る
0

（

A
）

で
は
、
「
ま
こ
と
と
は
思
」
わ
な
い
一
方
で
、
「
明
日
明
後
日
の
ほ
ど
に
も
」
と
い
う
兼
家
の
言
葉
を
信
じ
て
待
つ
が
、
案
の
定
、
兼

家
の
来
訪
は
な
い
。
「
さ
れ
ば
よ
」
と
い
う
言
葉
が
、
道
綱
母
の
強
が
り
の
よ
う
に
聞
こ
え
て
く
る
。
悲
し
い
現
実
は
予
想
し
た
通
り
だ
っ
た
が
、

他
人
に
同
情
さ
れ
た
く
な
い
。
同
情
さ
れ
れ
ば
そ
の
分
、
自
分
が
憐
れ
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
と
い
う
意
地
が
窺
わ
れ
る
。
（
B
）
で
も
「
さ

も
や
と
思
」
い
、
兼
家
を
待
つ
が
、
時
間
は
無
情
に
も
過
ぎ
て
ゆ
く
。
不
訪
の
予
告
↓
来
訪
へ
の
期
待
↓
期
待
叶
わ
ず
、
と
い
う
流
れ
は
、
先

に
挙
げ
た
天
禄
二
年
の
用
例
⑧
⑬
と
同
じ
で
あ
る
。
事
態
の
流
れ
が
類
似
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
道
綱
母
の
受
け
留
め
方
も
共
通
し
て
い
る
こ

と
だ
ろ
う
。
異
な
る
こ
と
は
、
兼
家
の
述
べ
た
理
由
が
（
A
）（
B
）
で
は
具
体
性
を
欠
い
て
い
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
（
A
）
「
も
の
す
べ
き

こ
と
」
は
、
「
何
か
の
用
事
」
と
い
う
だ
け
で
、
内
容
は
知
ら
さ
れ
な
い
。
（
B
）
「
例
の
つ
つ
し
む
べ
き
こ
と
」
で
も
、
慎
む
こ
と
の
内
容
が
明

確
で
は
な
い
。
ど
ち
ら
も
不
訪
理
由
と
し
て
は
、
暖
味
な
も
の
な
の
で
あ
る
。

（A
）（
B
）
と
比
べ
る
と
、
「
物
忌
」
は
不
訪
理
由
と
し
て
明
確
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
な
の
に
、
用
例
⑧
⑬
で
は
道
綱
母
を
暗
櫓
た
る
気

持
ち
へ
と
導
い
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、

『
源
氏
物
語
」

に
お
け
る
物
忌
の
、

次
の
よ
う
な
あ
り
方
と
関
わ
っ
て
い
よ
う
。

－
御
琴
ど
も
教
へ
た
て
ま
つ
り
な
ど
し
て
、

三
四
日
龍
り
お
は
し
て
、
御
物
忌
な
ど
こ
と
つ
け
た
ま
ふ
を
、
か
の
殿
に
は
恨
め
し
く
思
し

て
、
大
臣
、
内
裏
よ
り
出
で
た
ま
ひ
け
る
ま
ま
に
こ
こ
に
参
り
た
ま
へ
れ
ば
、
宮
、
「
こ
と
ご
と
し
げ
な
る
さ
ま
し
て
、
何
し
に
い
ま
し

つ
る
ぞ
と
よ
」
と
む
つ
か
り
た
ま
へ
ど
、
あ
な
た
に
渡
り
た
ま
ひ
て
対
面
し
た
ま
ふ
。
「
こ
と
な
る
こ
と
な
き
ほ
ど
は
、
こ
の
院
を
見
で

久
し
く
な
り
は
べ
る
も
あ
は
れ
に
こ
そ
」
な
ど
、
昔
の
御
物
語
ど
も
す
こ
し
聞
こ
え
た
ま
ひ
て
、

や
が
て
引
き
連
れ
き
こ
え
た
ま
ひ
て

『
精
蛤
日
記
」
中
巻
に
お
け
る
兼
家
の
物
忌
記
事

九



。

出
で
た
ま
ひ
ぬ
。

（
宿
木
巻
、

四
六
八
頁
）

・
御
物
忌
二
日
と
た
ば
か
り
た
ま
へ
れ
ば
、
心
の
ど
か
な
る
ま
ま
に
、
か
た
み
に
あ
は
れ
と
の
み
深
く
思
し
ま
さ
る
。
（
浮
舟
巻
、

一
五
四
頁
）

右
の
二
例
は
、
逢
瀬
の
口
実
と
し
て
、
物
忌
が
設
定
さ
れ
た
場
面
で
あ
る
。
宿
木
巻
で
は
、
匂
宮
が
中
の
君
と
二
条
院
で
過
ご
す
た
め
に
用
い

た
口
実
で
あ
る
。
匂
宮
が
物
忌
を
何
か
の
口
実
に
す
る
こ
と
を
、
タ
霧
は
す
で
に
把
握
し
て
い
た
よ
う
で
、
波
線
部
の
よ
う
に
、
匂
宮
が
龍
る

二
条
邸
に
訪
れ
て
い
る
。
タ
霧
の
行
動
に
よ
っ
て
、
匂
宮
の
物
忌
が
虚
偽
で
あ
っ
た
と
分
か
る
の
で
あ
る
。
浮
舟
巻
で
は
、
匂
宮
の
物
忌
は
「
た

ば
か
り
た
ま
へ
れ
ば
」
と
さ
れ
、
浮
舟
と
過
ご
す
た
め
の
隔
離
さ
れ
た
場
所
を
確
保
す
る
た
め
の
口
実
で
あ
る
こ
と
が
、
あ
か
ら
さ
ま
に
語
ら

れ
る
。
こ
の
二
例
で
は
、
物
忌
を
口
実
と
し
た
恋
の
語
ら
い
の
場
面
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
物
忌
だ
と
知
ら
せ
て
お
く
こ
と
で
、
自
分
の
居
場

所
か
ら
不
要
な
人
物
を
遠
ざ
け
、
逢
瀬
を
邪
魔
さ
せ
な
い
こ
と
が
目
論
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

『
源
氏
物
語
」
を
参
考
に
す
る
と
、
男
性
が
物
忌
を
不
訪
理
由
と
し
て
述
べ
る
時
、
他
の
女
性
と
会
う
た
め
の
口
実
で
は
な
い
の
か
、
と
い
う

疑
念
を
拭
い
去
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
道
綱
母
に
お
い
て
は
、
天
禄
二
年
二
月
に
兼
家
が
近
江
の
女
と
結
婚

す
る
、
と
い
う
事
態
が
起
き
て
い
た
の
で
あ
る
。
物
忌
の
用
例
が
、
天
禄
二
年
以
降
に
集
中
し
て
み
ら
れ
る
こ
と
、
な
お
か
つ
殆
ど
の
用
例
が
、

兼
家
へ
の
不
信
を
露
わ
に
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
も
考
え
に
含
め
る
と
、
物
忌
記
事
が
道
綱
母
の
心
理
状
態
を
表
し
、
夫
婦
仲
の
状
態
を
伝

え
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
い
え
る
。

「
物
忌
」
と
知
ら
せ
る
だ
け
で
、
兼
家
の
不
訪
が
伝
わ
る
。
物
忌
H
不
訪
、
と
い
う
認
識
が
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
物
忌
日
に
訪
れ
が
な

い
こ
と
は
、
当
た
り
前
の
こ
と
で
、
理
由
と
し
て
も
十
分
に
納
得
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
上
巻
時
期
に
も
、
兼
家
が
物
忌
の
た
め
に
訪
れ
な

い
こ
と
は
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
全
く
記
さ
れ
て
い
な
い
。
記
す
に
及
ば
な
い
、
普
通
の
こ
と
と
し
て
、
受
け
流
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

長
い
問
、
信
頼
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
た
兼
家
の
物
忌
は
、
天
禄
二
年
を
境
に
不
審
行
為
へ
と
変
わ
っ
た
。
道
綱
母
の
受
け
留
め
方
が
変
化



し
た
こ
と
に
は
、
近
江
の
女
の
一
件
が
関
係
し
て
い
よ
う
。
近
江
の
女
の
出
現
に
よ
り
、
兼
家
の
私
生
活
、
す
な
わ
ち
道
綱
母
の
目
が
行
き
届

か
な
い
部
分
に
信
頼
を
お
け
な
く
な
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
先
に
挙
げ
た
『
源
氏
物
語
』
の
用
例
の
よ
う
に
、
物
忌
の
予
告
は
、
他
の
女
性

の
所
に
泊
ま
る
た
め
の
口
実
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
念
を
生
じ
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
不
訪
理
由
と
し
て
予
告
さ
れ
た
物
忌
日
の
在
り
方
は
、
夫
婦
の
心
の
距
離
を
測
る
も
の
と
し
て
機
能
し
、
中
巻
の
流
れ
に

即
し
て
次
第
に
変
容
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

不
訪
予
告
と
し
て
の
物
忌
記
事
は
、
夫
婦
仲
を
反
映
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
上
巻
の
形
式
を
踏
襲
し
て
、
夫
婦
仲
の
睦
ま
じ
き
を
表
す
記

事
や
、
道
綱
の
た
め
に
親
と
し
て
の
責
務
を
共
に
進
め
る
喜
び
を
伝
え
る
記
事
は
、
夫
婦
が
物
忌
で
隔
た
れ
よ
う
と
も
、
精
神
的
な
隔
絶
ま
で

を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
道
綱
母
は
物
忌
を
予
告
さ
れ
る
こ
と
で
、
不
訪
の
日
を
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
た
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
天
禄
二
年
以
降
に
お
い
て
は
、
兼
家
は
物
忌
を
予
告
し
て
不
訪
を
正
当
化
し
よ
う
と
す
る
よ
う
に
な
り
、
道
綱
母
は
、
兼
家

の
物
忌
を
、
不
訪
に
対
す
る
都
合
の
良
い
口
実
で
あ
る
と
受
け
留
め
る
。
そ
の
一
方
で
、
物
忌
終
了
時
の
来
訪
を
待
つ
の
で
あ
る
。
不
訪
の
理

由
を
物
忌
だ
と
知
ら
さ
れ
て
い
て
も
、
安
穏
と
過
ご
せ
ず
に
い
る
の
は
、
兼
家
に
対
す
る
信
頼
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
時
間

の
経
過
と
と
も
に
薄
れ
て
い
く
兼
家
へ
の
信
頼
が
、
物
忌
予
告
記
事
に
も
顕
在
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

j主

（

1
）
「
鯖
蛤
日
記
』
の
物
忌
記
事
に
つ
い
て
は
、
加
納
重
文
氏
、
李
一
淑
氏
が
論
じ
て
お
ら
れ
る
o
〈

〉
内
は
深
津
。

『
崎
蛤
日
記
』
中
巻
に
お
け
る
兼
家
の
物
忌
記
事



加
納
氏
は
「
平
安
中
期
の
『
物
忌
』
に
つ
い
て
」
（
『
古
代
文
化
』
、
一
九
七
一
年
十
二
月
）
で
、
「
両
者
〈
兼
家
と
道
網
母
〉
の
関
係
に
お
い
て
は
、
方

忌
も
含
め
て
、
か
な
り
絶
対
的
な
性
格
が
終
始
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
裏
に
は
、
結
婚
の
当
初
か
ら
、
両
者
の
愛
情
が
冷
静
に
終
始
し
た
一
つ
の
証
左
を

見
得
る
。
兼
家
に
と
っ
て
は
便
宜
な
性
格
を
持
つ
物
忌
が
、
『
今
日
よ
り
四
日
か
の
物
い
み
に
や
あ
ら
ん
と
恩
ふ
に
ぞ
、
す
こ
し
の
ど
め
た
る
』
（
下
・
一
一

六
O
頁
）
と
、
道
綱
母
に
と
っ
て
、
心
慰
め
の
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
両
者
に
と
っ
て
、
物
忌
は
、
愛
情
の
緩
衝
を
果
た
す
も
の
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ

い
よ
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

李
氏
は
「
『
婿
蛤
日
記
』
の
物
忌
記
事
の
一
考
察
付
・
平
安
中
期
の
物
忌
の
様
相
」
（
『
国
文
』
七
十
九
号
、
一
九
九
三
年
七
月
）
で
、
「
兼
家
の
来

訪
こ
そ
道
綱
母
の
妻
た
る
地
位
を
確
認
し
て
く
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
故
に
、
物
忌
に
注
ぐ
道
綱
母
の
関
心
は
特
別
な
も
の
だ
っ
た
。
天
禄
一
一
年
、
兼
家
と

近
江
が
正
式
に
結
婚
す
る
こ
と
も
あ
り
、
既
に
子
を
儲
け
る
の
が
「
か
た
か
る
べ
き
年
齢
」
に
な
っ
て
い
た
道
綱
母
は
、
以
前
は
さ
ほ
ど
気
に
し
な
か
っ

た
兼
家
の
物
忌
に
一
々
気
を
配
り
、
そ
れ
を
彼
の
来
訪
と
関
連
さ
せ
つ
つ
細
か
く
記
す
。
そ
れ
ら
は
時
に
は
彼
の
来
訪
を
妨
げ
る
絶
望
感
の
対
象
に
な
っ

た
り
、
時
に
は
彼
が
来
な
い
の
は
愛
情
の
衰
え
で
は
な
く
物
忌
だ
か
ら
来
ら
れ
な
い
と
い
う
〈
こ
こ
に
本
文
が
引
用
さ
れ
る
。
先
の
加
納
氏
と
同
じ
部
分

な
の
で
割
愛
す
る
〉
、
一
時
の
慰
め
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
だ
っ
た
。
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

（2
）
十
一
頁
・
表
3
の

m
－
n
・
時
－

m
－

w
－

m

（3
）
本
文
は
、
中
村
環
八
氏
「
日
本
陰
陽
道
書
の
研
究
増
補
版
』
（
汲
古
書
院
、

（4
）
他
の
注
釈
類
で
は
、
同
一
視
す
る
傾
向
は
な
い
。

（5
）
『
臼
本
暦
日
総
覧
具
注
暦
篇
古
代
後
期
2
』
（
本
の
友
社
、

一
九
八
五
年
二
月
）
よ
り
引
用
し
た
。

一
九
九
二
年
十
一
月
）

な
お
、
物
忌
に
つ
い
て
は
、
三
和
礼
子
氏
「
物
忌
考
」
（
『
陰
陽
道
叢
書
①
古
代
』
名
著
出
版
、
一
九
九
一
年
九
月
。
初
出
は
『
宗
教
研
究
』
第
一
四
九
号
、
一

九
五
六
年
十
月
）
や
小
坂
虞
二
氏
「
物
忌
と
陰
陽
道
の
六
壬
式
占
ー
そ
の
指
期
法
・
指
方
法
・
指
年
法
」
（
『
後
期
摂
関
時
代
史
の
研
究
」
吉
川
弘
文
館
、
一

九
九
O
年
三
月
）
な
ど
の
論
が
あ
る
。


